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理 念 
 

 

 

 

東京弘済園は三つの『わ』を大切にします 

 

和・・・絆を重んじ、互いを尊重する平和と安心の『和』 

 

輪・・・共に生きるひとつの『輪』 

 

環・・・連携と協働による好循環の『環』 
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はじめに  

 

令和 5年度（2023年度）から 3年間の「中期経営計画 2025」により、安定した事業経営及

び福祉ニーズに対応したサービスの提供に努めてきました。 

また、地域に愛される取り組み、人材確保と離職防止等の取り組み進めるとともに、利用

者の確保に努め増収を図りました。 

令和 6 年度には、公益財団法人鉄道弘済会の全面的な支援により施設の大規模改修等を実

施し、利用者が安心・安全・快適に過ごせる環境が整いましたが、昨今の事業経費の高騰等

により事業経営が厳しくなっております。 

新たな 3 ヵ年計画「中期経営計画 2028」は、安定的・継続的経営のため深刻な人手不足を

背景に人材確保を重点的に取り組み、エンゲージメントの向上、デジタル技術導入による業

務効率化など多様な人材確保と定着を図ります。また、ハローワーク、福祉専門学校等と連

携強化等さまざまな角度から人材確保を進めます。そして令和 9年度の次期介護報酬改定を

見据えた「持続可能な経営基盤の確立」と「質の高いサービスの提供」を両立させるべく取

り組みを進めます。 

利用者には、質の高いサービスを、職員には働きがいのある環境を、地域には安心を提供

し続ける「選ばれる施設」を目指します。 

本館建物（弘済園、弘寿園、弘済ケアセンター）については、建築後 42年が経過し、大規

模修繕等を実施してきたところですが、老朽化に伴う建替それに係る施設整備補助金要件、

介護・老人福祉事業の将来構想を見据えたサービスの検討を公益財団法人鉄道弘済会と共同

で進めていくこととします。 
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実施計画 

５つの重点施策 

１．経営基盤充実への取組み 

◎外部環境と経営状況の把握 

事業をとりまく環境の変化や今後の介護報酬改定及び社会保障政策等の動向を的確に

把握し、今後の経営に反映させることに努めます。 

◎収入・支出の管理 

収入においては、全施設とも入所者及び利用者の確保に努め、増収を図ることとします。 

あわせて、支出においては、収支情報の共有化によってコスト意識が定着しており、さ

らなる経費の改善に取り組みます。 

◎将来構想プロジェクトのさらなる推進 

介護・老人福祉事業の将来構想を見据えた今後のサービスのあり方について、鉄道弘

済会との共同プロジェクト及び法人全体で研究・検討の推進を図ります。 

 

２．地域に愛される取組み 

◎選んでもらえる施設へ 

利用者の快適性と満足度を高めるため地域サービスの更なる追求を図り、地域の皆さ

ま・入所を望まれる方々に「通所して、入所してよかった」の声が聞かれる施設を目指

します。 

◎新たな事業展開を目指して 

現在の事業運営内容に満足せず、地域の皆さまが望まれる介護の在り方を模索・展開す

ることが求められています。「入所介護・通所介護」だけでなく、地域交流の場の提供及

び社会復帰への応援事業等、地域のニーズを反映した事業展開を進めます。 

◎地域公益活動の推進  

社会福祉法の責務である公益活動について、三鷹市及び関連団体、市内の各法人と連携

し地域貢献活動の推進に取り組むほか、法人単独で可能な活動についても検討し、地域と

共に歩む法人づくりに努めます。 
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３．組織体制強化の取組み 

◎管理機能の充実 

ハラスメント防止・虐待防止対策を含めた組織体制を強化し、関係法令改正への対応に

ついては、的確に諸規程・諸規則に反映させていくこととします。 

◎部門間連携の強化 

部門間の連携、人事交流を一層図ることで、法人のスケールメリットの最大化に努めま

す。 

◎広報活動の充実 

法人の広報誌を充実させ地域や利用者に配布するとともに、ホームページ、ブログ

の更新・見直し、ＳＮＳ等の活用を通して法人イメージの向上を図ります。 

 

４．将来を担う人材の確保と離職防止への取組み             

◎将来を担う人材の確保 

介護業界における人材不足の中、各法人（社会福祉法人協力会）との連携強化とあわ

せ関係学校への積極的な採用活動を引き続き行うとともに、ＳＮＳの活用、ハローワー

ク・職業訓練校等との連携を深めつつ、東京都社会福祉協議会等が主催する合同就職説

明会へ積極的に参加します。 

◎人材の定着・育成 

法人において最も重要な内部資源の一つが人材であり、安定的・継続的経営のために

法人の理念を共有できる人材育成と個々の能力向上に取り組むとともに、キャリアプラ

ンの実現を支援します。また、管理者、リーダー層及び中堅職員層のマネジメント力を

強化し、目標の達成と後継者育成のための能力向上を図ります。 

◎働きがいのある職場環境づくりによる離職防止 

ワークライフバランスを重視し、休暇制度、健康管理、メンタルヘルス対策及び福利厚

生の充実に引続き努めます。加えて、職場デザインプロジェクトなどの現場の声を反映し、

働きやすい職場環境と職員のモチベーションアップに努めます。また、職員の業務負担軽

減のため、引き続きIＣＴの拡充を推進します。 

◎人事考課制度及び給与制度の検証と見直し 

職員個々の仕事の成果や、能力・姿勢・態度を適正に評価するために、人事考課制度の

評価項目や方法を見直すとともに、人事考課がより給与・賞与等の処遇に反映される仕組

みにする。 
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５．リスク管理の取組み 

◎事業リスクへの取組み 

近年、社会を揺るがす介護施設での利用者等への虐待や職場内でのハラスメントは、

施設の存亡につながる重大なリスクと考え、職員の教育充実を図ります。また、万が一

発生した場合は適切に対応し再発防止に取り組みます。 

◎自然災害・感染症等への取組み 

災害時・感染症等のリスク対策として、各部署で策定した「ＢＣＰ（事業継続計画）」

を法人として統合し一体的に対策を進める。あわせて、三鷹市と協働して福祉避難所の運

営について準備を進める。 

◎不審者・犯罪防止対策への取組み 
防犯カメラの設置・施錠対策等、セキュリティ対策を強化する。 
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施設経営の安定・福祉サービスの向上  

施設別実施・検討事項       

１ 施設サービス事業 

高齢者福祉を取り巻く環境は、入所希望者の減少やニーズの多様化、さらには介護人材不

足の深刻化など大きく変化しています。このような状況の中にあっても、3 施設が安定した

経営を継続するためには、稼働率 96％以上を目標として、計画的な利用者確保に取り組みま

す。 

広報活動を一層強化し、施設の特徴やケアの質、取り組みを発信するとともに、関係機関や

地域との連携を深めることで、待機者の早期確保により空床期間の短縮を図ります。 

また、ICT の積極的な活用や業務の見直しを通じて、生産性向上と業務の適正化を推進し

ます。記録業務や情報管理の効率化、職員の負担軽減を図ることで、サービスの質の向上に

つなげます。これらの取り組みにより、選ばれる施設づくりと持続可能な経営基盤の確立を

目指します。 

   

○ 特別養護老人ホーム 弘済園 

長期入所では、科学的介護（LIFE）の PDCAサイクルに組み込み、収集したリハビリや

栄養管理、口腔ケア等のデータに基づいた質の高いケアを提供することで、利用者の重

度化防止を実践し、生活の質の向上に努めます。多職種連携による看取り支援や認知症

ケアの質を高め、利用者が最後までその人らしく、穏やかに暮らせる体制を整え、信頼

される施設を目指します。 

短期入所では、地域医療機関や居宅介護支援事業所との連携を深め、人員体制を整備

し、緊急受け入れの拡充と空床情報の発信により、稼働率の向上に努めます。利用者の

利便性を高めるため、送迎体制を再整備し、付加価値として提供することで、利用者増

と収入増を図ります。 

   また、見守りセンサーやインカム、移乗支援機器等の次世代介護機器を活用し、職員

の身体的負担を抜本的に軽減することで、業務の身体的負担による離職防止に取り組み

ます。 

 

○ 養護老人ホーム 弘寿園 

経済的困窮のほか要介護者や精神疾患、緊急保護、身寄りのない方等、措置施設とし
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て求められる役割が複雑化している状況を踏まえ、多様で複雑な入居者への対応力向上

に努めます。生活保護に加え、介護保険サービスや障害福祉制度、成年後見制度など、

多種多様な制度を横断的に活用できる知識や、相談支援能力の向上を図ります。関係機

関との連携を強化し、入居者一人ひとりの状況に応じた支援を行うことで、安心して自

立した生活ができる施設運営を推進します。 

 

○ ケアハウス弘陽園 

介護型・一般型ともに、個別ケア及び介護予防を重視した取り組みを進め、利用者一

人ひとりのこれまでの生活や価値観を尊重しながらその人らしい暮らしが継続できる

よう支援します。外部機関や地域資源を積極的に活用し、多職種が連携・協働しながら

質の高いサービス提供を行います。 

また、ICT等の活用を推進し、業務の効率化と情報共有を図ることで、業務全体の生産

性向上と介護負担の軽減を進めます。さらに、職員が安心して長く働き続けられる環境

整備を重要課題と位置づけ、新人教育プログラムの充実を図るとともに、経験者に対し

ても職員面談等を通じたフォロー体制を強化します。職員一人ひとりが施設理念を共有

し、働きがいや成長を感じられる職場となるよう、継続的な人材育成と職場環境づくり

に取り組みます。加えて、施設の老朽化への対応についても、中期的な視点で課題を整

理・抽出し、計画的な修繕・改善に取り組みます。 

 

２ 地域サービス事業 

利用者増により収入は増加したが、更に増加を目指すために必要な対策を講じます。そし

てサービスメニューの豊富さと質の高さの向上を引き続き目指していきます。 

また、計画的な人員配置により、介護支援専門員や主任介護支援専門員、介護福祉士など、

事業の根幹を支える専門職を法人内で育成し、事業継続に必要な職種を安定的に賄える体

制の構築を目指し、強固な事業運営を実現します。 

 

○ 通所介護事業（弘済ケアセンター、けやき苑） 

保険外のサービスについてよく検討し、可能なものは積極的に導入し、利用者の様々

なニーズに応えられる事業の在り方を模索します。 

また職員の表情や言葉遣い、介護技術をますます向上させ、利用者の快適性を高め、

満足度を高めます。 
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○ 居宅介護支援事業（弘済委ケアセンター、けやき苑） 

専任の介護支援専門員を増員し、三鷹市内の介護支援専門員不足の解消に寄与すると

ともに、将来を見据えて主任介護支援専門員の育成を目指します。また、特定事業所加

算を算定するために必要な体制を構築します。 

効果的なＩＣＴ等の活用（そのためのシステムや機材の導入）を更に進め、業務の効

率化に取り組みます。 

また、ほかの事業所とも協働して定期的にケースカンファレンスなどの勉強会・制度

や政策動向などの情報共有などを行い、研鑽に努めます。 

 

○ 三鷹市地域包括支援センター事業（東部、西部） 

増大する業務に充分に対応し、三鷹市の高齢者福祉施策の中核として高い質を維持し

ながら地域の様々ニーズに応えます。 

 

○ 委託事業（弘済ケアセンター） 

配食サービス、地域リハビリテーション（一般介護予防）、言語リハビリテーションな

どの委託事業に関しても、先駆的に取り組んできた法人として、ほかの受託法人の範と

なるべく事業の充実と、地域の福祉の向上に努めます。 

三鷹市介護事業者地域連携推進事業（通称：小規模れんれん）においては、引き続き

中核事業所を請け負い、市内の小規模事業者の活動を助けるとともに、三鷹市の介護事

業者支援施策の道しるべとなります。 

 

○ 指定管理（けやき苑） 

三鷹市で唯一の三鷹市高齢者センターの指定管理者として、ふれあいランチサービ

ス・介護まるごとフェアなど、けやき苑独自の市民サービスを充実・発展させ、または

新たなサービスを創設することで地域の福祉の向上、またそのための地域活動の拠点と

しての役割を果たします。 

そしてそれらの活動を通して、三鷹市の高齢者施策の中でけやき苑の存在価値を高め、

指定管理の継続を目指します。 

 

３ 保 育 所 

○ 弘済保育所（おひさま保育園） 

少子化の進行や社会環境の変化の中にあっても、子どもの最善の利益を第一に考え、
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子どもの権利を尊重する保育の実践に努めます。引き続き、保護者や地域との連携を大

切にしながら、多様化する保育ニーズに的確に応え、子どもが安心して過ごせる安全で

質の高い保育所を目指します。 

 

４ 食事サービス課 

○ 食事サービス課 

利用者の摂取状況に基づき食形態を検討します。 

厨房内の設備改善を継続し良質な食事の提供に努めます。 

食費を適正な範囲内で管理できるよう、計量調理・調味料の適正使用食数の明確化を

徹底し、食材使用料を把握します。 

厨房内の衛生管理を徹底し、食中毒・感染症の予防に努めます。 

 

５ 総務課 

○ 総務課 

システム全般の改善による業務の効率化を図るとともに、設備管理体制の強化に努め 

ます。また地域ボランティアの受入体制の充実として、特に隣接している大学等との

連携をさらに強化するよう取り組みます。 

財務関係では、社会福祉法人会計基準に沿った経理処理に引き続き努めます。 


